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｡文科省「放射線副読本」を使わないで

･地域福祉協議会の講座に疑問？

･脱原発の意見書を市議会に請願

･武田薬品安全協議会設置請願・放射能測定
’

〆一 3．11東日本大震災。原発事故から1年一一一一、

昨年の大震災・原発事故から1年が経ちました。人的被害は死者・行方不明者約2万人、全壊・半壊数

約36万棟、農地被害が2万3600ヘクタール以上、漁船被害が2万2千隻以上、漁港被害が3百以上

となり、被害総額は16兆円から25兆円？と言われています。復興はやっと始まったぽかりです。マグ

ニチュード9.0の大地震・大津波の自然の脅威は恐ろしいものでしたが、それ以上に今も日本全域を震え

させているのは､安全神話で塗り固められていた福島第1原子力発電所の世界最悪レベル7の大事故では

ないでしょうか。 私達はこの未曽有の経験から、何を学び、何を教訓として未来に向かい、子どもたち

に伝えていったらよいでしょうか。

助け合い、絆の大切さの他に、私は3つの視点を上げたいと思います。第1に長期的視点です。地震学

者は全く今回の地震を予知できなかったと言います。それは、過去300年位の観測から地震の繰り返し間

隔と規模を求めていたからだと言います｡地震は地球の内部構造が原因ですから､地球の歴史で考えれば、

300年などは問題にならず、約1000年前には貞観地震という大地震が三陸沖に発生していた事を考慮し

ておくべきでした。地震に限らず、何事も目の前の事で判断せず、長期的視点の大切さを学びました。

第2は、科学的視点です。今、がれきの処理が暗礁にのり上げています。なぜ全国の人、皆で痛みを分

かち会えないのかと言う人がいます。しかし、放射線防護学の専門家。安斉郁郎氏は「高レベル汚染地域

を堅牢な防護壁で囲み、その内部にがれきや放射性廃棄物を集約し、国が一括集中管理する事こそが好ま

しい｣と言っています｡それは放射線レベルは10分の1になるのが100年かかるというシロモノであり、

国全体の安全確保の観点から放射線防護学の知見をふまえて、このような原則的大方針を打ち立てるべき

と政策提言しています。科学的視点を大切にすることで、未来を幸せすることができると思います。

第3は全体的視点です。原発の安全神話は政府、官僚、業界、学者、マスコミなど原子力ムラと呼ばれ

る利権がらみの人達が振りまいてきました。しかし、それに

惑わされず､危険性を言い続けてきた学者や市民らが数多くい

たのです。少数意見に耳を傾け、皆が全体的視点から物事を判

断していたら、これほど被害を拡大することはなかったのでは

ないかと思います。

全体的視点から深く考えると、原発・エネルギー政策の見直

しは必然的ではないでしょうか。 （青柳節子）

ヒキガエル3月啓蟄の頃集団で産卵行動します
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